
現在の教育活動と来歴 

　本校は、和歌山市教育委員会の指定を受け、国語
科指導の研究を重ね、毎年、研究授業発表会を実施
しています。本年度で43年目を迎えます。 
　現在は、研究主題を「生きてはたらく言語力の育
成」とし、国語科を中心にして「何をどのように話
し・読み・書くのか」を鍛えることで主体的に「言
語」による情報を処理・操作できる能力を育てるた
めに、授業・教材研究に励んでいます。 
　また、読書の重要性も考え、本好きな子どもに育
てたいと「うちどく」「読書タイム」「読み聞かせ」
に取り組んでいます。 

＜本校の来歴＞ 
昭和4年2月14日 本校が創立される。「新南尋常小       

学校」と命名。校地は1908坪。
教室は2階建85坪。第1 学年児童
126名で開校式を挙行。 

昭和15年7月6日 校歌を制定する。        
昭和20年7月9日 空襲を受け、校舎が全焼する。        
昭和20年7月30日 6坪のバラックを仮事務所とし、     

学区内残留児童313名、寺などを
借りて授業を開始する。 

昭和20年9月27日 戦災復興校舎建築起工式を挙行。      
昭和22年6月9日 天皇陛下、戦災学校復興状況、教       

育状況御巡視のため本校に行幸せ
られる。 

昭和25年3月18日 新しい校歌を制定する。      
昭和47年4月1日 この年より国語教育の研究に取り       

組む。 
平成5年4月23日 創意工夫育成功労学校科学技術庁       

長官賞で表彰される。 
平成18年11月14日 県国語教育研究大会を開催する。    
平成20年7月1日 創立80周年記念事業を行う。        
平成21年9月16日 全日本小学校ホームページ大賞県     

優秀校で表彰される。 
平成26年11月14日 県国語教育研究大会を開催する。   

和歌山市立新南小学校  
和歌山市木広町4丁目-23番地 

Tel:073-425-0212 
Fax:073-425-0213 

Email:shinnan@wakayama-wky.ed.jp 
http://www5.wakayama-wky.ed.jp/shinnan/

　本校区は、近年、交通の要点を占める街づくりが
進められ、和歌山市が東部へ発展するに従って交通
量が増し、主要道路が学校の東側・北側を走ってい
ます。さらに、学校前に福祉施設「ふれ愛センター」
校区南部に隣接する地域に福祉・国際交流・地域活
動の拠点として県民交流プラザ「ビッグ愛」や多目
的ドーム「ビッグホエール」、武道体育センター
「ビッグウェーブ」などが建設され、和歌山市の新
しいパブリックゾーンを形成しています。 
　一方、校区の東南部（北出島）の一部に田畑が残
され、新南公園には桜の樹々など緑も多く、市街地
にもかかわらず自然に恵まれた校区でもあります。

校区について

新南小学校　校歌 
空に伸びたつ　柳の木かげ 
木広の庭の　明るさ清さ 
ほほえむ光　あふれる力 

ああ　新南の　学びやここに 
正しく強く　われらは育つ 

（作詞　西川　好次郎） 
（作曲　岡本　二郎）
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🌸  桜の花に迎えられ、桜の樹々と育つ 🌸
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Shinnan Elementary School
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主な年間行事予定 
4月 入学式、1年をむかえる集会、(PTA総会)        
5月 健康診断、春の遠足、家庭訪問        
6月 水泳指導        
7月 七夕集会、個人懇談会、(新南まつり)        
9月 運動会        
10月 日曜参観、合宿5年、就学時健康診断      
11月 県国語教育研究大会、秋の遠足      
12月 マラソン大会、感謝と実りの集会、修学旅行      
1月 ながなわ集会、避難訓練        
2月 卒業を祝う集会        
3月 お別れ遠足、卒業証書授与式       

《教育目標》 

豊かな心をもち、主体的に生きる子どもを育成する
❖ 目指す子ども像 「自ら学ぶ子ども」「やさしい子ども」「たくましい子ども」 
❖ 実践目標 (1) 笑顔であいさつするあいさつ  (2) 学校をきれいにするそうじ                   
 (3) すすんで学習にとりくむべんきょう (4) だれとでもなかよくするみんなで遊べ                                   
  　　　 「あ・そ・べ、遊べ新南の子」 

❖ 教職員として 「子が育つ学級づくり」「個が生きる学習づくり」「生きがいのある学校づくり」

💓  ゆたかな心                                                   
道徳教育・人権教育の充実を核にして、豊かな感性と社会性を備えた人間
の育成をめざします。 

•一斉読書や「うちどく」の取り組みを通して読書習慣の定着を図る。 
•「あいさつ」「そうじ」の徹底をめざして、強化期間や重点指導期間
を 設ける。 

• 「心があたたかくなることばの勉強」を通して人権意識を育てる。 
•障がいをもつ児童への理解と支援のあり方について、校内の研修を充
実させる。

📖  確かな学力                                                   
基礎基本の確実な定着をめざすともに、それらを活用して課題を解決する
力を高めるために授業の工夫改善と学習意欲の向上を図ります。 

•国語科で一人一授業 を実践し、研究発表会を開催する。 
•漢字検定や計算の反復練習を取り入れ、基礎学力の定着を図る。 
•各教科で言語活動を効果的に取り入れ、コ ミュニケーション能力の向
上を図る。 

•学習規律の向上と家庭学習の充実につとめる。 
•毎日の新南タイムで個に応じた課題に取り組む。

🏃  体力の向上                                                   

運動に親しむ資質や 能力の基礎を育て、健 康の保持増進と体力向上を図り
ます。 

• 体育科の単元学習を 通して、授業の工夫改善をはかる。 
• 体育カード・上達カードを利用して学習の意欲を引き出す。 
• 水泳や持久走の指導を集中的に実施し、体力の向上を図る。 

お昼休みの後は、全校で10
分間のお昼の読書タイム

私語をしないで「もくもくそ
うじ」を合言葉に朝の清掃

自分の言葉で主体的に語り合
う国語等の授業

基礎を重視し多くの授業に取
り入れている音読や書く活動

東公園を借りて行うマラソン
大会（4～6年生）

どの子どもも運動量を確保で
きるように工夫した体育

学級 男子 女子 合計
1-A 10 10 20
1-B 10 11 21
2-A 11 10 21
2-B 11 9 20
3-A 9 11 20
3-B 9 11 20
4-A 11 12 23
4-B 12 12 24
5-A 11 12 23
5-B 11 12 23
6-A 9 11 20
6-B 10 11 21
なかよし 2 0 2
総計 126 132 258

課業 時間
そうじ 8:20~8:35
朝の会 8:35~8:40
新南タイム 8:40~8:50
1限 8:50~9:35
2限  9:40~10:25
大休憩 10:25~10:45
3限 10:45~11:30
4限 11:35-12:20
給食 12:20~1:00
昼休憩 1:00~1:30
読書タイム 1:30~1:40
5限 1:40~2:25
6限 2:30~3:15
帰りの会 3:15~3:25
下校 3:40

学級編制 日課表

＜西 本 校舎 東＞
３F 高図 6-B 6-A WC 4-B 4-A PC
２F 図工 2-B 2-A WC なか 1-B 1-A
１F 家庭 保健 玄関 WC 職員 校長 校務

＜西 北 校舎 東＞
３F 音楽 準備 視聴 プレ 児童 階段 少人
２F ホー 資料 P図 低図 3-B 階段 3-A
１F 理科 準備 若竹 5-B 5-A 階段 会議


